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も，今後もこれらの植物が市場に出回る可能性は少ないと考えられる．
　4．今回入手した韓国産「香蕃」は開花期に採集された地上部の全草品であったが，市販品は葉や花穂が破損して
おり，またほとんどが粗切品であることから外形による種の鑑別はきわめて困難なものであった．しかしこれらは内
部形態的には明確に種を同定することが可能であった．
　5．成分的にはこれまでにElsholtzia　ciliata（THUNB．）HYLANDERおよびE．　splendens　NAKAIに精油成分
Elsholtzia　ketone，　acetophenoneなどが知られているが14），精油以外の成分や薬理，臨床的研究は行われていない．
これらの生薬の利用に関しては今後各方面からのi基礎的研究が必要であると思われる．
　List　of　abhreviations：　c：　cambium，　co：　collenchyma，　en：　c　ndodermis，　ep：　epidermis，　f：　fiber，　h：　hair，　hg：
glandular　hair，　rn：　pith，　mxy：　xylem　medullary　ray，　ph：　phloem，　s：　sieve　tube，　sta：　starch，　sp：　spongy　tissue，
sto：stoma，　v：vessel，叩：pitted　vessel，▼s：spiral　vesse1，　wf：wood丘ber，　xy：xyleln．
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